
令和６年度 学校関係者評価書 
学校名 北海道留萌 高等学校 校長名 瀧澤 共喜 実施日 令和７年３月１０日  

１ 学校教育目標 

１ 学ぶ喜びを知り、教養と専門性を高める人            ２ 心身を鍛え、夢や志の実現に挑戦できる人 

３ 郷土に誇りを持ち、他者と協働しながら社会に貢献できる人 

２ 本年度の重点目標 

１ 社会で活きる力の育成 ～「できる」「わかる」の達成感とともに、主体的・対話的で深い学びを保障する学習指導及び評価の充実 

２ 豊かな人間性と健やかな体の育成 ～ 豊かな情操や道徳心、正義感、責任感、規範意識、他者への思いやりとともに、自己肯定感を育む体験活動の充実 

３ 機動的な組織の構築と働き方改革の推進 ～ 教員一人一人の持ち味を活かす組織体制とともに、やりがいのある職場環境につなげる研修の充実 

４ 学びを支える家庭・地域との連携・協働 ～ ふるさとへの誇りや愛着とともに、世界に視野を広げ挑戦するキャリア教育の充実 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

 

 

 

 

【教育活動】 

 

項   目 今年度の目標 目標達成のための方策と評価の観点 達成状況 評価 自己評価の結果 改善の方策 

【生徒を繋

ぐ】 

 

社会で生きる

力の育成 

豊かな人間性

と健やかな体

の育成 

学習指導力の向上

（ＩＣＴの活用） 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた主体的・対話的で深い学
びの授業づくりを個人、教科、学校全体で取り組んでいる
か。 

3.16 Ａ 
校内研修や研究授業及び公開授業で
のフィードバックを活用 し て、授
業改善に努めた。 

生徒の実態や地域の要望、各種調
査の結果を踏まえ、社会の変化に応
じた教育課程の不断の見直しと 学
習指導の改善を行う。 

調査・情報共有を継続し、生徒の
小さな変化を見逃すことなく対応す
る。 

相談室の環境等を整備し、相談体
制を充実させる。 

生徒指導力の向上 

生徒との対話及びアンケート調査による実態把握や、一人
一人の特性の理解を通した行動連携を行っているか。 

3.19 Ａ 

いじめアンケートや各種情報を担任
及び学年主任と共有し、一人一人の
状況を把握し適切に対応した。 

教育相談係やｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ﾊﾟｰﾄﾅｰﾃｨｰﾁｬｰ、関係機関と連携
するとともに、組織として、問題行動等の未然防止、早期
発見、早期解決にあたっているか。 

3.24 Ｂ 

今年度はＳＣの相談希望者が多く、
学年と情報共有しながら生徒を支え
ることができた。 

指導と評価の一体化

（観点別評価の推

進） 

短期・中期・長期の視点で、実践の評価を行い、その成果
や課題を指導に活かしているか。 

3.06 Ｂ 
学習状況調査や学力指標をもとに、
指導の改善を行うとともに、学科間
の連携を図り指導した。 

学校関係者の意見【生徒を繋ぐ】 

 

自己評価の適切さ（Ａ～Ｄ） 改善に向けた取組の適切さ（Ａ～Ｄ） 

・習熟度別授業などはより効果的な実施に向け研修に努めてほしい。 

・いじめ対応については、引き続き「見逃しゼロ」となる組織的な対応をしていただ

きたい。 

・進路実現についてはよく取り組んでいる。引き続き生徒の希望実現のために取り組

んでほしい。 

 

Ａ Ｂ 

【実践を繋

ぐ】 

 

機動的な組織

の構築 

グループ制の推進 
グループリーダーを中心に、効率的な業務の遂行ととも
に、柔軟かつ不断の進行管理を行っているか。 

3.30 Ａ 

各分掌とも分掌長の指示のもと、業務
分担及び進行管理がなされていた。 

部長・主任・科長を中心に、各種業
務の情報共有を行い 、連携 を図って
いく。 

 また、各種業務の精選を行う。教育
課程については委員会と連携して 改
善 していく。 

教育局や関係機関と連携し、効果的
な職員研修を計画的に実施する。 

情報共有と連携（研

修の計画的実施） 

分掌や学年・年次・教科での情報共有はもとより、部長・
主任・科長を中心として、互いの連携を図っているか。ま
た、積極的に研修に参加しているか。 

3.35 Ａ 

部長・主任・科長間での情報共有はで
きてきていた 。 
研修については、校内研修の実施、各
種研修会へ積極的に参加していた。 

生徒のニーズの反映 
組織体制や情報共有の成果を、生徒のニーズを踏まえた教
育活動の充実につなげているか。 

3.21 Ａ 
教育課程委員会で生徒のニーズを共有
し、各教科・分掌で共有して カリキ
ュラムマネジメント を行っている。 

学校関係者の意見【実践を繋ぐ】 自己評価の適切さ（Ａ～Ｄ） 改善に向けた取組の適切さ（Ａ～Ｄ） 

・積極的に業務改善を進め、より機動的な組織づくりを推進していただきたい。 

 

 

 

 

 

Ａ Ａ 

【教職員を

繋ぐ】 

 

働き方改革の

推進 

職場環境の整備 

（ＩＣＴ活用の充

実） 

業務の平準化を図り、やりがいのある職場や風通しの良い
職場づくりを行っているか。また、効率的な業務の推進や
職場環境づくりに参画しているか。 

3.02 Ｂ 

業務の平準化は、部長・主任・科長
と連携して進めているが、今後も 各
部署と協力して業務の見える化を進
める。 

働き方改革の一層の 推進 に向け、 
ＩＣＴ機器の活用及び、 部長・主任・
科長と連携して各種業務 を 精査し
効率化を図っていく。 

服務規律の保持については、様々  
な事例を提示しながら研修を行って
いく。 

働き方改革の推進 
アクションプランの趣旨を理解し、業務の効率化に努める
とともに、勤務時間の管理や部活動の休養日等の実施等に
取り組んでいるか。 

2.92 Ｂ 
欠席連絡のフォーム利用など業務の
ＤＸ 化は進んでいる。 変形労働制
の 積極的な 活用等に取り組んだ。 

服務規律の遵守 
教育公務員としての、自覚を持った行動を行っているか。
また、相互牽制を適切に行っているか。 

3.57 Ａ 
不祥事の周知等で服務規律の遵守に
努めた。 教育公務員として、一人一
人の自覚の高揚が図られた。。 

 ※以下の評価結果及び改善方策に対し、「学校関係者の意見」の欄に、本校の教育活動充実に向けたご意見やご要望を、なるべく具体的にご

記入願います。 

※「自己評価の適切さ」及び「改善に向けた取組の適切さ」の欄に、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄで評価をご記入願います。 



学校関係者の意見【教職員を繋ぐ】 

 

自己評価の適切さ（Ａ～Ｄ） 改善に向けた取組の適切さ（Ａ～Ｄ） 

・より働きやすい環境整備に努めていただきたい。勤務時間の縮減のため教職員全体

で意見を出し合い業務の効率化を進めてほしい。 

・ハラスメント行為等のない風通しの良い職場づくりを更に進めていただきたい。 

Ａ B 

【地域を繋

ぐ】 

 

学びを支える

家庭・地域と

の連携・協働 

適切な情報提供 
ホームページや学校だより等を活用した情報発信を適時に
行い、学校の取組や生徒の活動の様子を発信しているか。 

3.25 Ａ 

一斉メールを活用し 、情報発信が素
早く行われた。 また、ＨＰの更新も
昨年度に比べて素早く行われた。 そ
の他の情報発信の手段においても、 
適宜行った 。 

情報発信手段の精査を行い、発信内
容に応じて発信手段を見極め、より
効果的に学校の取組や生徒の様子を
発信したい。また、家庭・地域・学
校とのつながりを今後も大切にし、
様々 な活動を実施していきたい。さ
らに、自治体や地域の団体にも働き
掛けを行い、今後も協力を仰ぎた
い。 

関係機関等との連携 
地域の教育力を活用した取組や関係機関との協力・連携
を、生徒の成長やキャリア発達を支援するための取組とし
ているか。 

3.24 Ａ 

今年度は自治体や地域の団体に働き掛
けを行い、行事を運営することができ
た。また、市からの支援もあり、様々
な活動を例年以上に行うことができ
た。 

説明責任の履行 
保護者の視点に立った説明やサポートを、時期や内容とも
に適切に行っているか。また、互いの役割を踏まえた信頼
関係に基づく連携を行っているか。 

3.24 Ａ 

計画通り保護者説明会を進学・就職と
もに、外部の方にも参加いただき実施
できた。また、保護者アンケートか
ら、信頼度や理解度は昨年度同様に高
い。 

学校関係者の意見【地域を繋ぐ】 

 

自己評価の適切さ（Ａ～Ｄ） 改善に向けた取組の適切さ（Ａ～Ｄ） 

・今後とも学校運営、生徒の様子等の情報発信をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ Ａ 

その他、ご意見、ご感想、ご要望等ご記入ください。 

・学校評価を効果的に活用して教育活動を推進してほしい。 

 

 

自己評価の指標 
【達成状況の指標（各教職員による評価）】 

  ４ 具体的な取り組みが進み、十分目標が達成できる見通しである。    ３ 具体的な取り組みは進められつつあり、概ね目標が達成できる見通しである。 

  ２ 具体的な取り組みは進められているが、まだ不十分である。      １ 課題の重要度は理解しているが、具体的な取り組みがほとんど検討されていない。 

 

【評価の指標】 

  Ａ 十分な取組が行われた。  Ｂ おおむね十分な取組が行われた。  Ｃ やや取組が不十分で改善が必要である。  Ｄ 取組が不十分で抜本的な改善が必要である。 

 

 

学校関係者評価の指標 
【自己評価の適切さに関する指標】 

  Ａ 適切な評価である。    Ｂ ほぼ適切な評価である。   Ｃ やや不適切な評価である。   Ｄ 不適切な評価である。 

 

【改善に向けた取組の】 

  Ａ 十分な効果が期待できる。  Ｂ ほぼ十分な効果が期待できる。  Ｃ あまり効果が期待できない。  Ｄ 全く効果は期待できず、改善を要求する。 


